















































































































































































の欽仏はその級制が変化している。愛知県在日i徳寺の地正主計：l錐立｛象のうち l体は銘文ー に 「）.；＿





























できることなどがある。 いずれも 1’f銅て、あれば補修可能であるが、 同J憾の翌lll~Iで鉄仏の場
合はj}jっぱなしという ことがほとんどである。

















込み｜弘主I］ としている。 ，＇i'.IJiil で、あれば鈎込んだ後に似で日J~ る こ とができるが鋳鉄は不可能だ






図5 中圏雲南省納西族の鋳造 図6 合理的なとりベ
午で｜場刻されているものもある。
鉄は不純物を合まない純鉄であれば泌！.＇＼は 1 540℃と非常に r•.":iiln'tだが、炭素が出ざるこ
とによって凝同点降下がおこり、約3%のjえぷ.:,tの鋳鉄であれば融点は 1200℃までドがる
ことになる。乍者が＂＂ F.j '_,S南学？の少数民肱納14肢の鋳鉄工｝）を訓脊旅行で訪ねたとき、’1-
•JI き川の恕を生産している掛氏は内係 300mm ほどの附易的な溶解炉を使って必炭の熱：，t・
だけで鋳迭を行っていた。材料は断而のぷ怖から「！銑鉄あるいはねずみ銑鉄と考えられ、
































まず千栄ii.~の九十九ill.浜飯j.1ij i毎r；~で砂鉄を採取した。 {(J; i兵にできた風紋の.9.＼い部分に砂








たたら製鉄には2槌類の操業スタイルがあり、 一方を「鈎折1し」も う一方を 「銑押しJ
という。知とは砂鉄を迎兄する過.f'i¥て”完全に浴併せず微々 なが；：，｛｛脱皮の鉄が沈となったも
図7 九十九里浜飯岡海岸 図8 磁石で集められた砂鉄
86 
図9 比重選鉱 図10 耐火煉瓦による炉
図11 たたら 図12 炭切り












足踏み式の輸をたたらという 。 ~li と踏み板の11:Jのわずかな 1目；t 1::1から空気が漏れてしまう
ため、動物の毛皮を使って圧力が下がることを防いだ。羽1は耐火性の粘土で桜われてい
る（図 11）。










以後 LO分ごとに砂鉄 l.5kgずつ、 ,j－.：此のははおおよそカi人lに10cmたまるぐらい投入し、
10分で 10じm本jえが減るよう胤：1l：を訓終する。｛沙鉄 15kg投入で］ 11ノロ1¥しして総rを




30kg の砂鉄から 5kg の鋭ができた （閃 15）。 この中には炭主祉の少ないll次鋼と炭~を
















図17 コークス1戸 図 18 ノロを取り除く
図19 火花が出る 図20 士甘禍内部
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図25（左）図26（右） 砂鉄の拡大写真（筆者作成DVDより）






200～800℃ 3Fe203 + CO→ 2Fe30けC02
300～800℃ Fe30.1 +CO→ 3FeO+C02 
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